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は
じ
め
に

従
来
、
医
学
館
に
対
す
る
関
心
は
や
や
医
学
古
典
の
文
献
研
究
、
古

典
教
育
に
偏
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
医
学
館
に
お
け
る
臨
床
に
対

す
る
言
及
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
原
因
に
ひ
と
つ
に
は
資
料
面
で
の

不
足
が
あ
っ
た
。
今
回
、
医
学
館
の
臨
床
の
様
子
を
記
録
し
た
原
資
料

を
見
出
し
た
の
で
、
報
告
す
る
。

資
料
に
つ
い
て

「
医
学
館
方
案
」
ｌ
藤
浪
剛
一
旧
蔵
・
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

現
蔵
、
全
二
八
丁
、
錯
簡
・
脱
畉
が
あ
る
。

表
紙
に
は
「
方
案
卯
七
月
八
月
九
月
」
と
記
す
が
、
中
身
は
卯

年
の
三
月
十
八
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
に
医
学
館
で
初
診
を
受
け
た

患
者
、
十
四
人
の
診
察
・
投
剤
記
録
で
あ
る
。
最
も
遅
い
年
次
は
、
卯

一
、
大
同
医
式
に
つ
い
て

後
藤
志
朗

一
、
高
野
長
英
悪
疫
要
法
」
を
読
む
ｌ
近
代
的
な
公
衆
衛
生
学
の
取

り
込
み

斉
藤
三
郎

例
陰
紗
障
」

江
戸
医
学
館
に
お
け
る
臨
床
記
録

町
泉
寿
郎
・
戸
出

郎

年
七
月
十
八
日
初
診
の
女
性
患
者
〃
す
み
″
の
除
籍
日
時
で
、
二
年
後

の
巳
年
の
六
月
十
三
日
で
あ
る
。

年
代
の
同
定
作
業
の
結
果
、
本
資
料
は
天
保
十
四
年
三
月
十
八
日
か

ら
弘
化
二
年
六
月
十
三
日
ま
で
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

資
料
の
概
観

ま
ず
初
診
の
日
付
と
番
号
、
そ
の
下
に
患
者
の
住
所
、
次
に
身
元
保

証
人
と
し
て
の
家
主
や
名
主
の
名
、
次
に
女
性
の
場
合
は
夫
又
は
息
子

な
ど
の
戸
主
者
の
名
、
次
に
患
者
自
身
の
名
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
部
に
診
断
責
任
者
お
よ
び
補
助
者
の
名
（
通
称
）
。
そ
の
傍

ら
に
除
籍
時
の
「
全
快
」
と
か
軽
快
を
意
味
す
る
「
僻
怠
」
な
ど
の
語

と
除
籍
の
日
時
、
お
よ
び
記
録
者
の
名
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
時
に

除
籍
後
（
医
学
館
か
ら
退
院
後
）
に
そ
の
患
者
を
担
当
す
る
医
師
の
名

が
し
る
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

続
い
て
病
歴
・
病
状
を
比
較
的
詳
し
く
（
大
体
二
○
○
字
前
後
）
記

す
。
こ
の
際
、
常
に
記
さ
れ
る
事
項
は
食
欲
の
有
無
と
大
小
便
の
頻
度

と
状
態
で
あ
る
。
成
人
女
性
の
場
合
に
は
、
月
経
の
状
態
、
出
産
の
有

無
が
記
さ
れ
る
。
続
い
て
処
方
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
実
際
の
治
療

担
当
者
（
受
持
）
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
定
期
的
（
概
ね
月
一
回
）
に
診
断
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
時
点

で
の
病
状
が
簡
略
に
記
さ
れ
、
病
変
に
よ
り
転
方
の
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
診
断
責
任
者
名
を
記
し
て
処
方
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

治
療
の
し
く
み
。
な
が
れ

ｉ
生
徒
（
五
～
六
人
）
が
順
次
病
室
に
入
り
患
者
を
診
察
し
方
案

を
提
出
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》
Ⅱ
世
話
役
が
診
察
・
評
議
し
て
妥
当
な
方
案
作
成
者
に
治
療
を
任

せ
る

一

ｍ
処
方
を
調
合
役
に
ま
わ
し
薬
を
患
者
に
与
え
る

↑

Ⅳ
患
者
の
容
態
を
塗
板
に
詳
示
し
て
生
徒
の
診
察
の
参
考
と
す
る

↑

Ｖ
患
者
の
容
態
を
帳
簿
に
記
し
、
別
に
処
方
録
に
処
方
を
記
録
す

る

↑

Ⅵ
毎
月
三
・
八
の
日
の
病
人
調
に
患
者
の
経
過
を
診
断
し
転
方
・

全
快
・
惚
怠
な
ど
を
決
定
す
る

担
当
医
師

〈
受
持
〉
小
普
請
・
部
屋
住
が
担
当
。
『
方
案
』
に
は
受
持
と
し
て
次
の

名
が
見
え
て
い
る
。

鹿
倉
以
伯
、
杉
浦
玄
泉
、
田
村
安
仙
、
小
嶋
昌
賢
、
高
麗
元
衡
、

平
井
由
庵
、
町
谷
元
誠
、
伊
達
岱
庵
、
井
関
正
伯
、
吉
田
栄
全
、

村
上
良
三
、
土
岐
二
安
、
宮
崎
立
敬
。

〈
初
診
時
診
断
者
〉
◎
世
話
役
Ⅱ
教
諭
、
も
し
く
は
○
世
話
役
手
伝
Ⅱ

助
教
と
い
わ
れ
る
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
が
担
当
し
た
。
『
方
案
」
に

は
初
診
時
診
断
者
と
し
て
次
の
名
が
見
え
る
。

◎
小
川
汝
庵
、
多
紀
元
堅
、
田
中
俊
哲
、
野
間
玄
琢
、
多
紀
元
斫
。

○
井
上
玄
亮
、
勝
本
理
庵
、
谷
辺
道
玄
。

〈
診
断
補
助
者
〉
●
助
教
介
（
職
掌
は
診
断
と
学
生
監
督
）
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
。
『
方
案
」
に
は
診
断
補
助
者
と
し
て
次
の
名
が
見
え

プ
（
》
Ｏ

●
熊
谷
弁
庵
、
大
膳
亮
宗
春
、
船
橋
宗
槇
、
森
雲
禎

〈
記
録
者
・
病
人
調
担
当
者
〉
日
常
の
診
察
や
診
察
記
録
は
○
助
教
、
お

よ
び
●
助
教
介
が
担
当
し
た
。
『
方
案
』
の
記
録
者
と
し
て
次
の
名
が
見

差
え
る
Ｏ

○
井
上
玄
亮
、
勝
本
理
庵
、
谷
辺
道
玄
。

●
熊
谷
弁
庵
、
大
膳
亮
宗
春
、
船
橋
宗
頑
、
森
雲
禎
、
坂
実
庵
、

山
本
宗
洪
。

〈
除
籍
後
の
担
当
者
〉
小
普
請
・
部
屋
住
が
担
当
し
た
。
『
方
案
』
に
は

次
の
名
が
見
え
る
。

野
間
玄
誘
、
町
谷
元
誠
、
鹿
倉
以
伯
、
小
島
春
折
、
久
志
本
右
近
。

参
考
資
料

「
踏
寿
館
遺
事
」
（
『
継
興
医
報
』
二
九
・
三
○
・
三
二
～
三
七
・
四
○
）

の
著
者
・
岡
田
昌
春
（
一
八
二
七
～
一
八
九
七
）
は
、
天
保
十
二
年
二

八
四
二
十
五
歳
よ
り
医
学
館
に
通
学
、
同
十
四
年
に
創
建
さ
れ
た
寄
宿

寮
に
入
寮
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
寄
宿
寮
頭
取
（
輪
講
・
会
読

の
統
率
役
）
に
選
ば
れ
、
同
六
年
（
一
八
五
三
）
助
教
介
、
安
政
七
年

（
一
八
六
○
）
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
。
『
医
学
館
方
案
」
の
時
期
は

ま
さ
に
昌
春
在
寮
中
の
時
期
に
あ
た
り
、
「
踏
寿
館
遺
事
」
は
『
医
学
館

方
案
」
の
参
考
文
献
と
し
て
恰
好
の
も
の
。
一
方
、
「
踏
寿
館
遺
事
」
は

医
学
館
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
昌
春
の
在
寮
時
代
か
ら

五
十
年
近
く
経
た
明
治
二
十
九
・
三
十
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
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信
悪
性
の
検
証
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
の
原
資
料
で
あ
る
『
医
学
館

方
案
』
と
の
照
合
に
よ
り
、
教
諭
・
助
教
・
助
教
介
の
名
な
ど
細
部
ま

で
か
な
り
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

医
学
館
で
の
臨
床
の
目
的

庶
民
治
療
の
意
義
ｌ
「
少
年
に
し
て
顕
位
に
処
す
る
と
き
は
、
中
人

以
下
に
治
を
請
ふ
も
の
少
な
し
。
総
て
治
術
の
習
業
を
実
意
を
以
て
習

熟
せ
ん
と
な
ら
ば
、
貧
賤
養
厩
の
病
人
を
多
く
治
療
す
る
に
如
く
は
莫

か
る
べ
し
。
貧
賤
の
者
は
病
発
よ
り
快
復
又
は
命
終
は
る
ま
で
一
医
に

委
ぬ
る
も
の
多
け
れ
ば
、
病
情
病
変
初
中
末
を
診
視
し
不
側
（
マ
マ
）

の
妙
理
を
識
悟
す
る
こ
と
あ
り
。
顕
位
の
医
に
は
貧
賎
の
者
は
惇
り
恐

れ
て
治
を
請
は
ず
。
中
人
以
上
は
顕
位
た
れ
ど
も
弱
輩
の
医
に
は
請
ふ

も
の
鮮
し
。
」

１
１
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
序
刊
・
多
紀
元
恵
『
医
家
初
訓
」

（
平
成
十
四
年
五
月
例
会
）

明
治
五
年
六
月
二
十
三
日
（
陰
暦
）
の
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
に
よ
れ

ば
、
神
奈
川
県
暹
卒
総
長
・
平
部
朝
致
が
〃
横
浜
港
暹
卒
養
生
之
規
則
″

を
発
令
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
こ
の
訓
令
は
『
神
奈
川
県
警
察

史
」
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
こ
こ
に
掲
げ

て
紹
介
す
る
。

横
浜
港
暹
卒

養
生
之
規
則
に
つ
い
て

中
西
淳
朗

〃
安
寧
健
康
を
保
有
し
病
症
を
避
け
て
無
蓋
な
ら
し
む
る
た
め
必
要

の
規
則
若
干
を
設
立
す
る
な
り
。

第
一
則
炎
熱
或
は
発
汗
中
は
都
て
何
品
に
寄
ら
ず
氷
冷
な
る
飲
物

を
用
ゆ
く
か
ら
ず
。

第
二
則
炎
熱
或
は
発
汗
の
時
に
食
事
を
為
す
べ
か
ら
ず
。

第
三
則
炎
熱
の
時
卒
然
と
衣
服
を
脱
ぎ
去
る
べ
か
ら
ず
。

第
四
則
苦
熱
中
又
発
汗
せ
し
時
は
吹
通
し
の
場
所
に
立
止
り
又
は

座
を
占
む
く
か
ら
ず
。

第
五
則
炎
暑
又
は
発
汗
中
に
冷
水
に
て
沐
浴
す
べ
か
ら
ず
。

第
六
則
平
生
熱
湯
の
沐
浴
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
温
湯
に

石
鹸
を
用
ひ
て
六
日
の
内
一
両
度
を
可
な
り
と
す
。
尤
も
毎

朝
灌
水
し
て
全
身
に
暖
気
を
保
つ
ま
で
運
動
を
為
す
は
最
上

な
り
。

第
七
則
牡
蠣
、
海
蝦
其
他
、
都
て
の
貝
類
を
日
本
の
五
月
よ
り
十

月
ま
で
の
間
は
食
す
べ
か
ら
ず
。

第
八
則
都
て
魚
類
肉
類
の
陳
び
た
る
又
は
腐
敗
せ
し
も
の
を
食
す

べ
か
ら
ず
。

第
九
則
不
熟
の
果
実
或
は
陳
く
し
て
腐
敗
し
た
る
野
菜
を
食
す
べ

か
ら
ず
。

第
十
則
都
て
食
物
は
一
時
に
呑
み
下
す
べ
か
ら
ず
。
能
々
噛
み
砕

く
べ
し
。

第
十
一
則
食
事
の
節
多
量
の
飲
物
を
用
ゆ
く
か
ら
ず
。
薄
き
茶
を

少
々
用
ゆ
る
は
善
と
す
る
な
り
。

第
十
二
則
湿
気
あ
る
衣
服
は
可
成
急
に
脱
ぎ
去
る
べ
し
。


